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廃棄物学会東海・北陸支部(平成１４年に設立)、またその前身である東海・

北陸地区連絡会の設立(平成１２年)時期と相前後して、名古屋大学難処理人工

物研究センター（現、エコトピア科学研究所）において廃棄物と環境問題に関

する研究・教育に従事してまいりました。また、小職は平成１６年から工学研

究科エネルギー理工学専攻に異動いたしましたが、これまでの間に難処理人工

物研究センターおよび廃棄物学会を通して得た多くの経験と知識は、新たに廃棄物を“エネルギー”の角

度から見据えた廃棄物・資源・環境関連の研究と教育への展開に大いに役立っております。 

とくに、廃棄物に係わる諸問題の解決には人文科学ならびに理工学を含めた総合科学の観点から、各専

門分野の叡智を結集することが基本的に重要となります。そのためには、廃棄物に関連する学問領域の拡

充、さらには廃棄物を本質的に理解し、適切な解決策を下せる専門家と知識集団の緊密な連携が求められ

ます。昨今、多くの学協会で会員数の減少による学会離れが問題視され、学会のあり方が問われています。

廃棄物学会においては、廃棄物問題の有効な解決策を提示しながら循環型社会の構築に向けた取り組みを

通して、社会貢献を果たすことが基本的に重要となります。その一環として、双方向ネットワーク作り、

国際協力、人材育成など学会への要望と期待は枚挙がありません。廃棄物学会東海・北陸支部がこのよう

な期待に応えて、“ものづくり”を中心とする当地域のさらなる発展と環境保全を両立すべく、リーダーシ

ップの発揮によって存在意義と真価を示すことが重要です。 

私自身、廃棄物学会との新たな関わりの中で、廃棄物問題に対してはこれまでの専門分野である“環

境／エネルギー”との関連性、整合性を意識しながら取り組んできました。廃棄物あるいは廃棄物に

含まれる対象物の循環利用を考えることは基本のなかの基本ですが、敢えて循環ループからやや外れ

るものを研究対象とし、エネルギー・資源・環境の観点から検討してきました。具体的には金属廃液、

有機廃液、焼却残渣、プラスチックなどに含まれる金属、ハロゲン元素の資源回収あるいは安定化、

固定化を最終処理形態として、処理の過程におけるエネルギー印加、資源投入のミニマム化を目指し

た検討を進めてきました。その際、いわゆる処理の難易度を表す“難処理指数”の普遍化を目標とし

た取り組みにもチャレンジしていますが、未だ満足な答えが得られないまま今日に至っています。 

エネルギー理工学専攻では、多様なエネルギー源の開発と利用に関する研究が行われており、その

中には廃棄物のリサイクルに関連してバイオマス利用、廃棄物発電などが含まれています。また本専

攻は、核融合を目指した理工学研究を進めている点に大きな特徴が見出せますが、このとき排出され

る“核廃棄物”は最も処理難易度の高い廃棄物であることは論を待ちません。このように、廃棄物は

様々な人間活動から出され、排出源あるいは排出形態も多種多様です。エネルギーと物質が等価であ

ることを考えれば、人間活動の基本となるエネルギー生産・消費は廃棄物の発生そのものに結びつき

ます。すなわち、廃棄物問題の効率的な解決には、種々の専門性に基づく様々な角度からのアプロー

チの必要性がうかがえます。この一例からも、廃棄物学会には、異業種・異種分野のさらに積極的な

交流による廃棄物問題の共通認識作り等を進めることによって、今後の循環型社会の展開を見据えた

取り組みが必要になるものと思われます。 



 

  

  

セセメメンントト工工場場  とと  固固形形燃燃料料  （（RRDDFF））  発発電電所所 

 

平成17年７月19日（火）、東海・北陸支部主催の「三重県ごみ固形燃料（ＲＤＦ）製造・発電・

灰洗浄施設」見学会が開催された。 

はじめに、伊藤秀章支部長（名古屋大学）の挨拶があり、続いて三重県環境森林部ゴミゼロ

室 尾辺主査より「三重県における一般廃棄物処理としてのＲＤＦ化構想」、桑名広域清掃事業組

合 森田主査より「ＲＤＦの製造」最後に三重ごみ固形燃料発電所村田主幹より「ＲＤＦ発電」

について説明がされた。引き続き、桑名広域のＲ

ＤＦ化施設、三重県企業庁のごみ固形燃料発電施

設の見学を行った。 

このごみ固形燃料発電所は、平成14年12月から

稼動し三重県内の７つのごみ固形化燃料製造施設

において可燃ごみから作られたごみ固形燃料（Ｒ

ＤＦ）を燃料として焼却・発電を行い、三重県の

広域的なごみ処理の一翼を担うとともに「ごみを

電気にリサイクル」している。施設能力は、計画

処理能力240t／日（120t／日×２系列）、発電出力

12,050kW、発電効率28％以上であり、三重県内の

焼却ごみの約20％を処理している状況にある。 

しかしながら、平成15年８月にＲＤＦ貯蔵槽で

爆発事故が発生し二名の尊い命を奪う結果となった。二度とこのような痛ましい事故が発生しな

いよう安全対策について度重なる検討を重ね、平成16年９月に運転が再開された。 

続いて、太平洋セメント藤原工場に三重県が建設を進めた灰洗浄設備を見学した。この施設

は、発電所で発生した焼却残渣のセメント資源化を実施している。 

今回は、ごみから固形燃料を製造するＲＤＦ化施設、ごみ固形燃料発電施設、発電施設で発

生した焼却残渣をセメント資源化する灰洗浄施設であり、三重県をあげてのサーマルリサイクル

・マテリアルリサイクルへの取り組みを実感する見学会となった。            （戸谷 満 記） 
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RDF 

 

RDF発電に関する説明会の様子 

  



  

「「廃廃棄棄物物処処理理技技術術」」第第 22 回回基基礎礎講講習習会会  

参参  加加  者者  募募  集集  
 

趣 旨：廃棄物学会東海・北陸支部では、昨年に引き続き廃棄物処理に関する分野横断的な基礎知

識と基礎技術の修得を目的とした講習会を開催します。講師陣は現在廃棄物処理分野において

第一線でご活躍中の先生方です。企業、自治体、公的研究機関、大学等で廃棄物処理に関する

実務、開発、研究に携わる初心者及び中堅技術者・研究者、大学の若手教員・大学院生などの

積極的な参加をお待ちしています。講習会参加者には「講習修了書」を交付します。 

 

共催・協賛：環境パートナーシップＣＬＵＢ、ほか 

主 催：廃棄物学会東海・北陸支部 

日 時：平成17年10月 26日(水)～27日(木) 

会 場：名古屋都市センター 11階大研修室（名古屋市中区金山町TEL 052-678-2200） 

交 通：金山総合駅下車、南方へ徒歩2分、金山南ビル内（http://www.nui.or.jp/gaiyou/gai_f3.htm） 

定 員：100名（先着順） 

参加費：(正会員及び登録団体市民会員)15,000円、(学生)10,000円、(一般)20,000円 

 

講 義 内 容 と 講 師 陣 

〔第1日〕9:30～17:00 

１．廃棄物・有害物質管理の国際法（加藤久和・名大法） 

２．化学物質と環境分析技術（藤森英治・名大工） 

３．循環型社会と廃棄物処理［基調講義］（杉戸大作・廃棄物研究財団） 

４．廃プラスチックの分別技術（近藤元博・トヨタ自） 

５．バイオ系廃棄物のガス化利用（大宮邦雄・名城大農） 

６．レスキュー・ナンバーによる土壌浄化処理の評価（片山新太・名大エコトピア） 

〔第2日〕9:30～17:00 

１．廃棄物・廃棄物処理のLCA（中村愼一郎・早稲田大） 

２．有害有機系化合物の無害化処理（松田仁樹・名大工） 

３．バイオ系廃棄物のコンポスト化（中崎清彦・静岡大工） 

４．金属・無機系廃棄物の再資源化処理（藤澤敏治・名大エコトピア） 

５．焼却の考え方と焼却技術（成瀬一郎・豊橋技科大） 

６．最終処分場の構造と管理（土橋 弘・日本産業廃棄物処理振興センター） 

 

申込み方法：10月 20日(木)までに、氏名、所属、連絡先、送金内容を記載のうえファックスまたは

E-mailにて事務局宛お申し込みください。 参加費は前納で次の口座にお振込み下さい。 

口座番号（郵便局）12180-76115251廃棄物学会東海・北陸支部 

申込先（事務局）：〒464-8603名古屋市千種区不老町 

    名古屋大学エコトピア科学研究所 廃棄物学会東海・北陸支部事務局（担当：伊藤麗子・中尾忍） 

TEL:052-789-5851、FAX:052-789-5849 

E-mail: r-itoh@mail.apchem.nagoya-u.ac.jp 、nakao@esi.nagoya-u.ac.jp  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2005年 秋～2006年 春 行事 準 備 中 

東海・北陸支部では、現在、下記の行事を準備しています。 

情報は支部ホームページ（http://www.jswme.gr.jp/tohkai/）をご覧ください。 

 

１． 地域（福井市）講演会 

主 題 （検討中） 

 「最近の先端的廃棄物処理技術の現状」 

 「大量不法投棄廃棄物と最終処分場問題」 
 

時 期 ： １１月中旬 

時 間 ： 午後質疑応答を含めて２時間程度 

会 場 ： 福井商工会議所（福井市内） 

共 催 ： 廃棄物学会東海・北陸支部 

福井商工会議所（環境産業・エネルギー委員会） 

 

２．「市民フォーラム」 

   例年、好評を博している「市民フォーラム」を、来春、多彩な講師陣を招き、 

開催します。 

開催予定日 ： ２００６年３月２５日（土） 

会 場 ： 名古屋市都市センター（名古屋市中区金山町） 

定 員 ： １００名程度 

 

決まり次第 ご案内します。乞う ご期待！ 



 職職 場場 紹紹 介介   

日本ガイシ株式会社 エンジニアリング事業本部 ソリューション事業部 

 
所在地：〒467-8530 名古屋市瑞穂区須田町２－５６ 

ＴＥＬ 052-872-8786  ＦＡＸ 052-872-8643 

 

日本ガイシは、日本陶器株式会社からガイシ部門を分離し、大正８年に日本碍子株式会社を設

立、主として特別高圧ガイシ、ガイ管類の製造販売を開始しました。以来、独自のセラミック技

術をコアテクノロジーとして、エネルギー（Energy）、エコロジー（Ecology）、エレクトロニク

ス（Electronics）の「トリプル E」の領域で、よりよい社会環境に資する商品を世界に提供して

います。また、ガイシ造りで培った生産技術の独創性と創造性は、プロセスやシステムなど優れ

た新しい技術を生み出す礎となり、そのシステム化技術はプラントエンジニアリングへと進化し、

ごみ・下水処理を中心とした環境装置や水処理装置、最大限の安全を追求する原子力関連分野な

ど、安全に、快適に暮らせる環境を創りだす技術開発に積極的に取り組んでいます。 

 ソリューション事業部では、都市ごみ・産業廃棄物処理、ごみ埋立処分場での浸出水処理の分

野等での事業計画立案・設計・施工・運営・維持管理・資源化物の有効利用までを含めたトータ

ルコーディネイトをしています。 

 

ソリューション事業部が所掌している主な業務は以下の通りです。 

（１）都市ごみ処理システム 

流動床式ガス化溶融、流動床式炭化、アルカリメタン発酵、ガス改質発電、リサイクルプラ

ザ、ごみ固形燃料（RDF）化等の環境装置及びシステムの設計、調達、建設（EPC）業務と事

業計画立案、運営、維持管理、資源化物の有効利用までを含めたソリューション提案業務をし

ています。 

（２）産業廃棄物処理システム 

脱水、乾燥、焼却発電、発酵、脱臭等の環境装置及びシステムの EPC 業務とソリューショ

ン提案業務をしています。 

（３）最終処分場浸出水処理システム 

生物処理、凝集沈殿、砂ろ過、活性炭吸着、キレート吸着、ダイオキシン除去触媒等の環境

装置及びシステムのEPC業務とソリューション提案業務をしています。 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田原リサイクルセンター炭生館 

流動床式炭化施設（30t/日×2系列） 
北方町リサイクルセンター 

粗大・資源ごみ処理施設 

事業部長 戸田明男 



 

 

川を調べる 

川の汚れを様々な角度から調べます。 

目に見える汚れ，有機物による汚れ， 

栄養塩による汚れ、重金属による汚れ･･･ 

この授業で環境分析の専門化になれるかも！ 

 

原因は？？ 対策は？？ 

森を調べる 

ごみを調べる 

パソコンの需要増，高性能化に伴い，廃棄パソコンの台数

は増加の一途を辿っています.。使用済みパソコンが適切に

処理されなかった場合や埋立処分された場合の環境影響

を，実際にパソコンを分解し各部品から溶出する重金属類

の種類・量・濃度を調べることで評価しています。 

大同工業大学工学部都市環境デザイン学科 

教授  堀内 将人 

 名古屋市南区白水町40 

 TEL:052-612-5571  FAX:052-612-5953 

 Email:horiuchi@daido-it.ac.jp 

当研究室では，水・土壌・大気の汚染問題に対し

て現地調査を中心とした研究を行っています。 

環境汚染があるのか？対策が必要な汚染なのか？    

有効な対策は？  

汚染問題にはリスク評価が不可欠です。汚染物質

の人や生態系への移行経路や暴露量を推定し，影響

評価や有効な対策について，さらに詳細な検討を行

っています 

金華山等の樹木立枯れが目立つ地域を対象に，雨水や土壌

の調査を実施し，樹木立枯れと大気汚染や土壌酸性化との

関連性について検討するとともに，土壌中和のための有効

な対策を考えています。 

きれいになったように見える川も，実は様々な微量有害物質が

溶け込んでいることがあります。 

堀川を始めとした名古屋市内の都市型感潮河川に注目し，水質

汚染を重金属や栄養塩の観点から調査して，汚濁の程度・影響・

対策等について検討しています。 

土を調べる 

都市の表層土壌には，自動車や工場の排ガスに含まれる様々な

有害物質が降り注ぎます。 

そんな汚れた土を子供達が食べてしまっても 

大丈夫なのでしょうか？ 

名古屋市南部地域を対象に，表層土壌の重金属汚染について，

環境リスク評価の観点から研究しています。 

体内に入った土壌から，胃や小腸の中でどの程度有

害物質が溶け出るかを調べています。 

胃 

樹木が立枯れています！ 

川を調べる 
 



 

功績賞受賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○○○○○○○○ 編集後記 ○○○○○○○ 

今年も暑い夏が訪れ、ダラダラと怠惰な日々を

送っています。皮下脂肪は着実に増加の一途を辿

っています。突然の衆議院解散と衆議院選挙、郵

政民営化を最大の争点にすると与党の主張。そう

はさせじと野党の主張。ガチンコ勝負の様相を呈

しています。サラリーは今年もダウンし、ますま

す苦しくなる生活。年金、景気、雇用、少子化、

それに憲法や平和、行き詰まった外交の問題等々、

国政は大問題です。廃棄物・環境問題は専門家で

ある我々がきちんとした対処をとらねばならない

と選挙戦を見ながら思います。（K.S.） 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 
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廃棄物学会 東海・北陸支部 事務局 

〒464-8603 名古屋市千種区不老町 

    名古屋大学エコトピア科学研究所 

     伊藤 秀章 

          TEL 052-789-5854 

          FAX 052-789-5849 

          E-mail hitoh@esi.nagoya-u.ac.jp 

HP;  http://www.jswme.gr.jp/tohkai/ 

 

 

 

 

 

 

 

辻 喜礦 副支部長 受賞 
 

 

 

 

 

 

平成１７年度廃棄物学会総会が平成１７年５月２６日に川崎市産業振興会館において開催さ

れました。同総会において廃棄物学会平成１６年度表彰式が行われ、東海・北陸副支部の辻 喜

礦氏が功績賞を受賞されました。東海・北陸支部として大変喜ばしいことであり、支部会員の励

みになるものです。おめでとうございます。 

同氏のプロフィール、学会における経歴、受賞者の声は廃棄物学会誌 Vol.16, No.4, p.N14 

(2005) に掲載されています。 

 

伊藤秀章支部長 

第８期廃棄物学会副会長就任 
 

平成１７年５月２６日に開かれた廃棄物学会理事会において、伊藤秀章支部長が第８期廃棄物

学会副会長に就任しました。また、同氏は編集委員長も兼ねることになりました。 

功績賞 

掲示板 
 


